
ご使用前に必ず、この取扱説明書およびご使用になる電動工具および集じん
機の取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切にお手元に保管してください。

ハンマドリルを使用したコンクリート穴あけ時に、本製品と集じん機を接続
して被削材に吸着させて使用することで、効率の良い集じんが可能になり、
作業中に舞う粉じんを抑えることができます。
接続する集じん機は、タンク型を推奨しています。

使用上のご注意

警告
本製品は、コンクリートへの穴あけ専用です。引火物やアスベスト、木材
や金属の集じんには使用しないでください。

作業時は保護メガネを必ず使用してください。コンクリート片が飛散する
場合あります。

作業時は防じんマスク、安全靴、耳栓などの保護具を着用してください。

ご使用になる電動工具および集じん機の取扱説明書に記載された警告、注
意事項を必ずお守りください。

作業する前に必ず本製品や使用する電動工具を点検し、破損や亀裂、変形
がないことを確認してください。

本製品を使用しての作業中に異常を感じたときは、直ちに電動工具の使用
を中止し、お買い上げの販売店、または当社営業所に点検・修理をお申し
付けください。

使用前の準備

シーリングキャップの取りはずし／取り付け
•	 本製品には、予備のシーリングキャップが3つ付属しています。
•	 穴あけ作業時のビット径に応じて、シーリングキャップを使用してくだ
さい（下表参照）。

穴あけ作業時のビット径 シーリングキャップ

φ30 mm未満 取り付けて使用
φ30～ 52 mm 取りはずして使用

 ■ 取りはずし
•	 本製品の凹部に爪を引っかけて、シー
リングキャップを取りはずします。

 ■ 取り付け
•	 はずれないように指でしっかりと取
り付けます。

注
	• シーリングキャップを取り付けたままビット径がφ 30 ～ 52 mm のハンマド

リルで穴あけ作業すると、シーリングキャップを破損させる恐れがあります。

集じん機との接続

警告
本製品使用時は、無線連動モードを使用しないでください。
•	 集じん機が停止したときに本製品が脱落して、事故やけがの恐れがあります。

•	 集じん機のホースを本製品に接続します。
※�本製品はフロントカフス24およびカフス38に対応しています。

集じん機（タンク型）

カフス38（ホース38接続用）

カフス38（ホース28接続用）

フロントカフス24

凹部
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集じんパッド
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4.	 取り付け位置の微調整を行う場合
は、集じん機の電源を入れた状態で、
吸引力抑制レバーを引いて本製品を
取りはずします。

注
	• 本製品は発生した粉じんをかなりの割合で集じんしますが、すべて残ら

ず集じんできるわけではありません。

保守

お手入れ
•	 集じん作業中、本製品に石などが詰まったらシーリングキャップをはず
して指またはブローガンやエアダスタなどで取り除いてください。

•	 乾いた布か薄めた中性洗剤を付けた布できれいに拭いてください。

注
	• 清掃の際に、ガソリン、ベンジン、シンナー、アルコールなどは変色、変形、

ひび割れの原因となりますので使用しないでください。

シーリングキャップの交換
•	 シーリングキャップが摩耗した場合は、新品と交換してください。摩耗
したシーリングキャップを使用すると、集じん効果が低下することがあ
ります。

•	 交換方法は、表面の「シーリングキャップの取りはずし／取り付け」を
参照してください。

吸引力抑制レバー使い方

警告
上向き方向での穴あけ作業では使用しないでください。
•	 作業中に本製品が脱落して、事故やけがの恐れがあります。

作業中に集じん機の電源を切らないでください。充電式集じん機を使用す
る場合は、作業前にバッテリが十分充電されているか確認してください。
•	 作業中に電源が切れると本製品が脱落して、事故やけがの恐れがあります。

注意
集じん効率は、作業現場の状況や使用状況によって異なります。

作業方法
1.	 集じん機の電源を入れます。
2.	 穴あけ位置に合わせて本製品を被削
材に吸着させます。

3.	 ハンマドリルで穴あけ作業を行います。

穴あけ位置

愛知県安城市住吉町 3-11-8 〒 446-8502

CRE TEL.0566-98-1711 （代表）


